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Abstract
 Originally called French Canadian literature, “Québécois” literature is relatively 
young. At a time when Francophones were socially and culturally alienated, literature 
became one of the few means of expressions for those who tried to “survive” in this 
closed society. Since “the Quiet Revolution” of the 1960s, it has been enhanced by the 
arrival of other immigrants. The present paper studies some of the most important 
works to consider the trends of Québec and its literature. Specifically, it will examine 
Louis Hémon’s Maria Chapdelaine (1916), which depicts devout Catholics living in the 
countryside ; Gabrielle Roy’s The Tin Flute (1945), considered to be the first attempt in 
Québécois literature to describe urban life and specifically the difficult position of 
Francophones living side-by-side with Anglophones in Montréal ; and Anne Hébert’s 
Kamouraska (1970) or In the Shadow of the Wind (1982, prix Fémina), which describe the 
state of mind of people seeking liberation from their suffocating family life in a closed 
society.
     Québécois literature changed drastically after the Quiet Revolution, as it prospered 
from the 1967 revision of Canada’s immigration law and from the Québec’s 1977 
“Charter of the French language”. In particular, “migrant writing” increased dramatically 
from this time, as represented by Aki Shimazaki’s Hotaru (Firefly) that has won the 2005 
Governor General’s Awards, Canada’s most prestigious prize for literature. Here Shimazaki 
introduces in French various Japanese scenes to examine fundamental and universal 
questions of humanity, rather than simply to demonstrate their exotic nature.
 In North America, Québec’s 7.7 million Francophones, living among 300 million 
Anglophones, represent an instructive example of a diverse transcultural dynamic 




























る人たちの姿を好んで描き出した。そのような作品群は「郷土小説（ romans de la terre ）」と呼
ばれる。



































……。そのようなことをあれこれ考えていると「第 3 の声」が湧きおこってくる。「我々は 300
年前にここへやってきて、住みついた。（……）ここケベックの地にあっては、すべてが昔のまま





　ところが、1945 年に発表されたガブリエル・ロワ（ Gabrielle ROY, 1909－1983 ）の『束の間の
幸福』は一転して、近代化が進むモントリオールで生活するフランス系労働者の現実を見つめた、
きわめて写実的な小説である。この作品はケベック文学が初めて都市を描いた作品だとされる。




















































































　アンヌ・エベール（ Anne HÉBERT, 1916－2000 ）はロワと双壁をなすケベックの作家である。ロ



























　『カムラスカ』は 1973 年に、ケベックを代表する映画監督クロード・ジュトラ（ Claude JUTRA, 
1930－1986 ）の手で映画化され、アンヌ・エベール自身もシナリオ作成に協力している。映像的
























ああ、 なんて楽しかったことか。川という川が氾濫して、 橋や家が押し流され、 木々は
折れ、 砂浜は荒らされて、 桟橋が根こそぎにされた。新聞が報道するのはそのことばか
り。長いあいだ大しけの海を見つめていたら、 次第に陶酔感のようなものに取り憑かれ




っている陶酔は酒とは関係なかった。少なくとも最初はね。（ HÉBERT, 1982, p.101－102. ）
　村の住人全員が 1782 年にアメリカの独立戦争を逃れて移住してきた一組の男女の子孫であり、
「息をしても聞かれ、小指 1 本動かしても隣人に知られてしまう（ HÉBERT, 1982, p.30－31 ）」ほど
の閉鎖的な空間において、まるでそこに蓄積された負のエネルギーを解き放つかのように荒れ狂
う嵐。若者は浜辺で雨風を体中に浴びながら、そこに「わが生命の表現、もっとも秘かなわが暴























ジュリアン・デュヴィヴィエ（ Julien DUVIVIER, 1896－1967 ）の手で映画化され、 かのジャン・
ギャバン（Jean GABIN,1904－1976）がフランソワ・パラディ役を、マドレーヌ・ルノ （ーMadelaine 
RENAUD, 1900－1994 ）がマリア役を演じ、さらに 2 年後には、この映画がハリウッドでホーム・
シアター化されたことも、 作品の宣伝効果としては絶大だったはずである4 ）。その意味で、 ケベ
ックは、アブラハム平原での戦いで自分たちを見捨てたフランスにたいして怨嗟の思いを抱きつ




　そのことを考えるときに重要なのは、 1977 年に制定された 101 号法（フランス語憲章）であ
る。カナダ政府は 1967 年に移民法を改正して、差別的移民制限を撤廃する。そして 1977 年には
ケベック州がこの「フランス語憲章」を制定する。この 2 つの法律はケベック文学にどのような
影響を与えたのだろうか。
　それまでケベック州では住民の 8 割（ 600 万人）がフランコフォンであるにもかわらず、フラ


























中でも、中国系のイン・チェン（ Ying CHEN, 1961－ ）や日本のアキ・シマザキ（ Aki SHIMAZAKI, 
1954－ ）7 ）は非常に注目されている作家である。
　アキ・シマザキは 2005 年に『ホタル』でカナダ総督賞を受賞した、 今やカナダを代表する作












　この他にも、イタリア系のマルコ・ミコーネ（ Marco MICONE, 1945－ ）、ハイチ出身のエミー
ル・オリヴィエ（ Émile OLLIVIER, 1942－2002 ）、 ユダヤ系のレジーヌ・ロバン（ Régine ROBIN, 
1939－ ）、ブラジル系のセルジオ・コキス（ Sergio KOKIS, 1944－ ）、アラブ系のアブラ・ファルー






由も無視できないようである。彼らが書いたものは「移動のエクリチュール écriture migrante 」





合を伴わない政治的・経済的共同体を目指しているが 9 ）、 ケベックはそれとはまた一味ちがった























　2008 年はケベック市創設 400 周年にあたった。フランス人探検家サミュエル・ド・シャンプ
ラン（ Samuel de Champlain, 1570 頃 －1635 ）が「狭い水路」を意味するケベック市を建設した




















「現代のケベック」において 2008 年 11 月に筆者が担当した「ケベックの文学」を改稿したもの
である。
注
 1 ） わずかにあるのは、Patrice LACOMBE, La Terre paternelle, 1846, など。
 2 ） 《 Je me souviens （私は忘れない）》は車のナンバープレートなどにも記されたケベック州の標
語だが、忘れられない出来事の最たるものがこのアブラハム平原での敗北である。
 3 ） 1783 年までに、約 5 万人が現在のカナダに移住。
 4 ） 因みに邦訳『白き処女地』も 1935 年刊。
 5 ） 1969 年、連邦政府の公用語法によって、英・仏 2 言語がカナダの公用語として保障されたが、
現実の格差を是正するには十分ではなかった。
 6 ） Charte de la langue française - Repères et jalons historiques,
 http://www.olf.gouv.qc.ca/charte/reperes/reperes.html （ 2008,11,05 ）参照。
 7 ） 岐阜県生まれ。1981 年にカナダに移民し、1991 年からモントリオールに在住。
 8 ） Robert Berrouët-Oriol の表現。《 écriture 》は言うまでもなく、「書く行為」や「書かれたもの」
を指す。《 migrante 》は「移動性の」というほどの意味ではあるが、もはや、流入や流出を示
す im－ や é－ といった接頭辞はついていない。
 9 ） 現在 27 カ国の加盟国の 23 の公用語すべてを EU の公用語としている。
10 ） 世界のケベック研究者のネットワークである AIEQ (=Association internationale des études 
québécoises) の会員数は 2008 年現在で 1330 名。
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